
官
庁
報
告

委
員

担
当

ˆ
橋
隆
二
事
例
問
題
１

飯
田

圭
事
例
問
題
１

川
田

篤
事
例
問
題
１

外
川

裕
事
例
問
題
１

内
藤
義
三
事
例
問
題
１

深
井
俊
至
事
例
問
題
１

小
松
陽
一
郎
事
例
問
題
２
特
定
侵
害
訴
訟
代

理
業
務
試
験
部
会
長

岩
坪

哲
事
例
問
題
２

北
原
潤
一
事
例
問
題
２

平
野
惠
稔
事
例
問
題
２

町
田
健
一
事
例
問
題
２

宮
Ä
万
壽
夫
事
例
問
題
２

大
鷹
一
郎
総
括

伊
藤
高
英
総
括

平成™™年 月™™日 水曜日 第œ›—™号官 報

（
大
臣
官
房
審
議
官
兼
国
際
協
力
局
）

同

須
永

和
男

（
国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部
大
使
）

同

角

茂
樹

（
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
日
本
政

府
代
表
部
大
使
）
同

菅
沼

健
一

（
大
臣
官
房
審
議
官
兼
総
合
外
交
政

策
局
軍
縮
不
拡
散
・
科
学
部
）
同

武
藤

義
哉

（
大
臣
官
房
審
議
官
兼
国
際
協
力
局
）

同

藤
原

聖
也

（
大
臣
官
房
参
事
官
兼
総
合
外
交
政

策
局
）
同

兼
原

信
克

（
大
臣
官
房
参
事
官
兼
中
東
ア
フ
リ

カ
局
）
同

上
村

司

（
大
臣
官
房
参
事
官
兼
国
際
協
力
局
）

同

山
田

彰

（
同
）
同

能
化

正
樹

（
国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部
公
使
）

同

宮
島

昭
夫

（
同
）
同

杉
山

明

（
同
）
同

大
菅

岳
史

（
同
）
同

有
Ö

勝
秀

（
軍
縮
会
議
日
本
政
府
代
表
部
公
使
）

同

中
山

泰
則

国
際
連
合
第
六
十
五
回
総
会
日
本
政
府
代
表
顧
問
を
命
ず

る期
間
は
本
件
総
会
会
期
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

（
在
ウ
ィ
ー
ン
国
際
機
関
日
本
政
府

代
表
部
在
勤
）
特
命
全
権
大
使

中
根

猛

第
五
十
四
回
国
際
原
子
力
機
関
総
会
日
本
政
府
代
表
を
命

ず
る

期
間
は
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
ま
で
と
す
る

（
政
策
統
括
官
）
内
閣
府
事
務
官

泉

紳
一
郎

（
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
次
長
）

文
部
科
学
事
務
官

渡
Ü

格

（
原
子
力
安
全
・
保
安
院
審
議
官
）

経
済
産
業
技
官

中
村
幸
一
郎

（
総
合
外
交
政
策
局
軍
縮
不
拡
散
・

科
学
部
不
拡
散
・
科
学
原
子
力
課

長
）
外
務
事
務
官

小
泉

勉

第
五
十
四
回
国
際
原
子
力
機
関
総
会
日
本
政
府
代
表
代
理

を
命
ず
る

期
間
は
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

（
以
上
九
月
十
四
日
）

農
林
水
産
省

堀
内

俊
一

日
本
中
央
競
馬
会
監
事
に
任
命
す
る
（
九
月
十
六
日
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
2条
の

規
定
に
基
づ
き
、
三
重
県
最
低
賃
金
（
昭
和
5
5年
三
重
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
4条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
2
年
９
月

2
2
日三
重
労
働
局
長
柳
瀬
倫
明

第
４
号
中
「
１
時
間
7
0
2円
」
を
「
１
時
間
7
1
4円
」
に

改
め
る
。

福
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
2条
の

規
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県
最
低
賃
金
（
昭
和
5
5年
福
岡
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
4条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
2
年
９
月

2
2
日
福
岡
労
働
局
長
久
保
村
日
出
男

第
４
号
中
「
１
時
間
6
8
0円
」
を
「
１
時
間
6
9
2円
」
に

改
め
る
。

国
家
試
験

平
成
22年
度
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
委
員
の
公
告

平
成
2
2年
度
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
委
員
を
次

の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成

2
2
年
９
月

2
2
日

工
業
所
有
権
審
議
会
会
長
野
間
口
有

公

聴

会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日

東
北
経
済
産
業
局
長

豊
國

浩
治

一

件
名

酒
田
天
然
瓦
斯
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス

供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

午
後
二
時

か
ら

三

場
所

酒
田
産
業
会
館
（
山
形
県
酒
田
市
中
町
二
丁

目
五
番
十
号
）

四

事
案
の
要
旨

１

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
（
熱
量
変
更
費
用
に

係
る
繰
延
資
産
償
却
終
了
に
伴
う
総
原
価
の
見
直
し

に
よ
る
料
金
改
定
。）

２

詳
細
は
、
東
北
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

本
町
三
丁
目
三
番
一
号

仙
台
合
同
庁
舎
）
並
び
に

酒
田
天
然
瓦
斯
株
式
会
社
（
山
形
県
酒
田
市
東
両
羽

町
四
番
五
号
）
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

東
北
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書
（
一

人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、
封
筒
の
表
に
「
酒
田

天
然
瓦
斯
株
式
会
社
関
係
公
聴
会
陳
述
希
望
」
の
旨

を
記
載
し
て
、
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
ま
で
に
東

北
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
電
力
・
ガ

ス
事
業
課
（
郵
便
番
号
九
八
〇
e

八
四
〇
三

宮
城

県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
三
番
一
号

仙
台
合

同
庁
舎
）
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。な
お
、

意
見
陳
述
の
届
出
が
多
数
の
場
合
は
、
東
北
経
済
産

業
局
長
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
指
定

の
上
、
そ
の
旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
す
る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
郵
便
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
及
び
「
酒
田
天
然
瓦
斯
関
係
公
聴
会
傍
聴

希
望
」
の
旨
並
び
に
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
先
を
必

ず
明
記
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
人
一
通
に
限
る
。）

に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
ま
で
に
東
北
経

済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
電
力
・
ガ
ス
事

業
課
（
郵
便
番
号
九
八
〇
e

八
四
〇
三

宮
城
県
仙

台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
三
番
一
号

仙
台
合
同
庁

舎
）
に
到
達
す
る
よ
う
申
し
込
む
こ
と
。
な
お
、
傍

聴
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
傍
聴
者

を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を
申
込
者
あ
て
通
知
す
る
。

３

公
聴
会
が
前
記
第
二
号
の
期
日
中
に
終
了
し
な
い

と
き
は
、
翌
日
以
降
も
続
行
す
る
。

４

期
日
ま
で
に
意
見
陳
述
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
な
い
も
の
と
す
る
。

大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
阪
府
は
ん
用
機
械
器
具
製
造

業
、
生
産
用
機
械
器
具
製
造
業
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造

業
、
暖
房
装
置
・
配
管
工
事
用
附
属
品
、
金
属
線
製
品
製

造
業
、
船
舶
製
造
・
修
理
業
，
舶
用
機
関
製
造
業
最
低
賃

金
（
平
成
2
0年
大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法

第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
2
年
９
月

2
2
日大
阪
労
働
局
長
西
岸
正
人

第
４
号
中
「
１
時
間
8
2
7円
」
を
「
１
時
間
8
3
2円
」
に

改
め
る
。附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
2年

1
0月

3
1日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
エ

ア
ー
ニ
ッ
ポ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
乗
員
組
合
か
ら
、
グ
ル
ー

プ
再
編
に
伴
う
適
正
な
賃
金
水
準
等
の
要
求
に
関
し
て
、

平
成
2
2年
９
月
2
3日
以
降
、
同
組
合
の
組
合
員
が
従
事
す

る
株
式
会
社
エ
ア
ー
ニ
ッ
ポ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
職
場

（
北
海
道
、
東
京
都
、
新
潟
県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
鳥

取
県
、
島
根
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
及
び
佐
賀

県
）
に
お
い
て
、
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た

の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
2
年
９
月

2
2
日厚
生
労
働
大
臣
細
川
律
夫

˜—
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